南病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・治験の対象患者様がいれば、来週3/9月曜日迄にリストに記入お願い致します。
　用紙はBユニットのテーブルの上に置いてあります。
　
＜患者様連絡事項＞
・松村　保見様～本日3/4(水)10:00長生園入所のため退院。
・玉田　たけ子様～南病棟Aユニット116号室へ医療保護入院となりました。
・中居　うた様～本日、病棟看護師・ＰＳＷ・長男嫁で面談行っている。
・清水　進様～点滴同内容で5日分処方。
・三輪　一浩様～明日から経管栄養開始　日/3本。本日の夕は白湯のみ100ml。
・中居　亮子様～熊谷眼科受診の為、主治医へ紹介状の依頼しています。
　　　　
＜部屋移動＞
・三輪　一浩様～　Aユニット111号室→Bユニット101号室へ
　　　　　　　
・野村　才恵様～Ｃユニット201号室→Ａユニット123号室へ
・佐々木　睦子様～Ａユニット123号室へ→Ｃユニット201号室
＜要注目患者様＞

・清水　進　様～頻脈で呼気状態悪く、努力呼吸見られている。点滴継続　日／3本。
　　　　　　　　酸素飽和濃度70％　酸素4ℓで流入している。

　　　　　　　　家族来院し緊急時は、心臓マッサージ・降圧剤の施行を希望している。
・苫米地伊登子様～声掛けしても朝は開眼せず、食朝は数口摂取。昼食は声掛けにて開眼して1/2摂取している。内服も摂取できている。
・佐々木睦子様～全身の振戦見られる。食事は、朝食1/3・昼食は一部介助にて2/3摂取している。常時見守り要している。尿失禁あり介入している。
・阿部　和美様～放尿・盗食行為は無い。右目の充血あるが、疼痛の訴えは聞かれず。
・甲地　茂子様～メイバランスミニは全量摂取できている。食事は介助にて1/2～2/3摂取
　　　　　　　　出来ている。

・苫米地正義様～前額部の発赤・腫脹、ガーゼ保護継続。疼痛の訴えなし。
　　　　　　　　他患者様のメイバランスを盗食する行為や他患者様にご飯を介助する行
為見られ介入している。
　　　　　　　　

・瀧又　富治様～自室で臥床して過ごされている。下肢に搔き傷あり。食事は車椅子に移乗させ自力で全量摂取している。むせ込みなし。隣の患者様のご飯を食べようとする事あり介入している。
・中村　ヨシ様～深夜・準夜帯はトイレ頻回、浅眠で経過している。
＜新入院患者様情報＞　
令和2年3月4日　10:44

　氏　　名：玉田　たけ子様

　生年月日：昭和19年4月12日(75歳)

　病　　名：中等度アルツハイマー型認知症

　性　　別：女性

　主 治 医：深澤Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：南病棟Aユニット116号室

　

(経過）

　R1.10.30心不全のため、当院南病棟より八戸市立市民病院へ救急搬送される。その後入院中に右脳梗塞を発症しまた排尿障害を認め膀胱留置カテーテル留置。急性期治療終了後、R1.12.16リハビリ目的にて、八戸西病院へ転院となる。

　現在は左不全麻痺あり。歩行訓練では歩行器を使用軽介助のみ要する状態だが、注意力の低下や指示が通らない状況で見守りが必要である。また夜間の不眠が目

立ち、クエチアピンを処方後改善、現在は被害妄想を示唆する言動や不穏はみられていない。排尿障害に対しては薬剤投与上、留置カテーテルの抜去を試みたが、残尿が多く尿路感染症となったため、留置を継続。

　心不全徴候はなく経過、状態安定し御家族より当院での継続加療を希望されたためR2.3.4　10：44南病棟Ａユニット116号室へ医療保護入院となる。

・LT～B→②
・買い物カード～私物発注で5千円/月
・肩掛けポシュット（ﾊﾞﾙｰﾝ入れ）はカタログみて発注予定。（家族に確認してから
　発注していく）
・食事～減塩食　1500Cal.全粥・キザミ　　　　ヨーグルト　日/1個
・排泄～便意あり、トイレ誘導行う。
・左上肢麻痺あり。
・退院後は夫様は施設、長女様はバルン抜去しADL次第で自宅も考えている。
